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• セッションテーマ「The new world of 
metadata」
• Jay Jordan 社長兼CEOの講演


































































































–米国議会図書館によるGlobal Legal Information 
Network（GLIN）：各国の法情報を集約、日本は未
参加
http://www.glin.gov/search.action
• 政府情報と著作権との関係
–著作権フリーなのは米国のみ、あとは各国とも著
作権が政府情報アクセスをコントロール
（『図書館雑誌』2008年12月号の拙稿も参照）
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学術情報流通をめぐる課題
国際交流面での課題も含め
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IFLA大会より(1)：世界の情報政策・
情報市場の動向を把握する必要性
• 世界レベルのポータルサイト構築
– WorldWideScience.org, GLIN
• Google、OCLCの市場支配
↓
• いかに日本の立場を明確に打ち出すか
• 情報リテラシー教育とデータベース振興策と
の結びつき
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IFLA大会より(2)： 「メタデータ2.0」の
時代への対処
• Google、Amazonレベルの「世界的巨人」とな
りつつあるOCLC
–日本の諸機関（NII、JST、NDL、各大学図書館な
ど）としても明確なポリシーのもとで対処する必要
• NIIでの「次世代目録システム」をめぐる議論
への影響は？
–参照：特集「目録の現状と未来」『情報の科学と技
術』2008年9月号
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日本の大学図書館の国際化対応の
現状
• 外国語でのサインや利用マニュアルの充実に着手
• 図書館員の海外派遣：外国の情報を収集し、日本で活
用するための内向きのもの
• 日本における図書館の状況や種々の試みや動向をき
ちんと諸外国に情報発信して、外国からアクセスしや
すい状況を作るものとは言い難い
伊藤義人「学術情報と大学図書館」『丸善ライブラリー
ニュース』復刊第2号, 2008.5.
http://www.maruzen.co.jp/business/edu/lib_news/bac
knumber20080512.html 44
日本から発信できる情報の例として…
• 日本における機関リポジトリの構築状況と、そ
れに関連する取り組み
– 「学協会著作権ポリシーデータベース（SCPJ）」など
• 日本における学術情報流通の独自性？
–日本の学協会や研究コミュニティにおいては欧米の
ような「学術情報の商業化」への意識が比較的薄く、
かえって「オープンアクセス」への移行が容易と言え
るかもしれない（林和弘「日本のオープンアクセス出
版の諸状況」第10回図書館総合展発表（SPARC 
Japanセミナー2008）, 2008年11月27日）
http://www.nii.ac.jp/sparc/event/2008/pdf/112708/3
_lib_fair_oa081127.pdf
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北米における日本研究との関連
• 日本の文化（美術、マンガ、ゲームなど）への研究・教
育面での着目
• 関連する資料（画像）の利用・引用にかかわる著作権
の問題
→在米図書館員の問題提起と調査、日本の関係者
（ステークホルダー）へのアピールへ
• バゼル山本登紀子ほか「海外日本研究者の画像利
用」『出版ニュース』2008年7月下旬号.
• 林理恵・小出いずみ「研究者の画像利用と司書の役
割」『図書館雑誌』102(9), 2008.
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まとめると…
• 「ソフトパワー」を支える存在としての図書館
（参照：前述（スライド13番）の小泉氏の文献；小浜正幸・京藤松
子『ブッシュとソフトパワー』自由国民社, 2006.）
–情報共有の基盤を構築し、自由な討議と相互交流を
促す
–対外的な情報発信を支える＋図書館自ら発信する
• 「技術と経済力のある日本がなぜ図書館やアー
カイブズの領域では目立たないか」と国際会議
の場でしばしば言われる
• 日本としてどこに対外的足がかりをつくればいい
か…発信・発表なくして始まらない！
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現状
日本の大学図書館（界）
「なんで日本のことを詳しく教えてくれないん
だろう...」
「日本の実践や技術を自分のところでも参考
にして生かしたいのに...」
内向きの情報共有
海外の
図書館
関係者
情報収集
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現状からの脱皮
日本の大学図書館（界）
実践の蓄積、問題点の指摘
（機関リポジトリ、「日本流」オープンアクセス、
資料保存、日本の法制度、人材育成、etc.）
日本での実践の
報告
日本の
（大学）図書館界がもつ
「リソース」の提示
制度改革への
提案
効果
・日本の図書館活動に関するプレゼンスの増大
・国際的な制度やルールに日本の実情や希望を反映できる可能性
→日本の状況の変化にもつながり得る
発信！
